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白
露 

九
月
七
日 

 
 

 

秋
の
気
配
が
深
ま
り
、
露
の
量
も
多 

く
な
る
。 

秋
分 

九
月
二
十
三
日 

春
分
か
ら
半
年
目
、
昼
と
夜
の
時
間

が
同
じ
。 

  

二十四節季 

オ
キ
ド
キ
ニ
ュ
ー
ス 

 

ＵＲＬ  http://www.syusenkai.or.jp/  

九
月
号 

オキドキニュース ９月号 オキドキニュース ９月号 令和５年９月１日発行 

納 

涼 
会 

 

例
年
八
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
オ
キ
ド
キ
夏

祭
り
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
規
模
を
縮
小
し
て
八

月
十
三
日
（
日
曜
日
）
に
「
納
涼
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
４
年
ぶ
り
に
屋
外
で
の
「
夏
祭
り
」
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
こ
の
日
は
、
台
風
接
近
よ
り

雨
の
予
報
の
た
め
、
の
ど
自
慢
、
西
瓜
割
り
を
屋
内 

（
地
階
食
堂
）
で
行
い
、
夜
の
部
の
「
手
持
ち
花
火
」
は

延
期
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
一
時
頃
か
ら
順
番
に
地
階
食
堂
に
お
連
れ

し
て
、
ご
利
用
者
、
職
員
に
よ
る
「
の
ど
自
慢
」
や

「西
瓜
割
り
」を
見
て
頂
き
ま
し
た
。 

   
 

世
界
の
グ
ル
メ

「ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
」 

ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
と
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
を

む
い
て
茹
で
て
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し

た
も
の
を
ベ
ー
コ
ン
や
玉
ね
ぎ
と
一
緒
に
炒
め
て

塩
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。 

昼
食
に
提
供
す
る
の
で
是
非
、
ご
賞
味
下
さ
い
。 

               

9 月 5 日(火) 

昼食にご提供！ 

写真はあくまでイメージです。ご提供するも

のとは異なりますのでご了承下さい 

正
一
位
岩
走
神
社
祭
礼  

(

し
ょ
う
い
ち
い
い
わ
ば
し
り
じ
ん
じ
ゃ
） 

 
 九

月
十
六
～
十
七
（
土
・
日
）
、
あ
き
る
野
市
伊
奈

地
区
に
て
あ
き
る
野
三
大
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
「
正
一
位

岩
走
神
社
祭
礼
」
が
行
わ
れ
、
昔
な
が
ら
の
神
事
を
継

承
す
る
例
大
祭
は
、
鉾
、
獅
子
頭
、
太
鼓
、
神
社
神

輿
、
町
内
大
人
神
輿
、
子
ど
も
神
輿
、
山
車
が
地
域
を

練
り
歩
き
囃
子
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。 

午
後
四
時
四
十
五
分
か
ら
五
時
〇
〇
分
頃
ま
で 

当
施
設
に
・子
供
神
輿
、
山
車
（
伊
奈
北
郷
囃
子
連
）
が

立
ち
寄
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

 

あ
き
る
野
三
大
祭
り 

 

あ
き
る
野
市
は
歴
史
あ
る
神
社
が
多
く
、
九
月
に
は

各
地
区
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
神

輿
渡
御
や
お
囃
子
な
ど
迫
力
あ
る
『あ
き
る
野
三
大

祭
り
』を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭 

正
一
位
岩
走
神
社
例
大
祭
は
、
昼
に
神
社
を
出
立

し
、
先
頭
に
先
祓
い
鉾
四
本
、
十
二
基
の
町
内
神
輿
の

後
に
、
木
遣
り
音
頭
に
囃
さ
れ
た
獅
子
頭
が
二
つ
続

き
、
太
鼓
車
・神
社
神
輿
・山
車
二
台
・囃
子
車
四
台

が
続
い
て
町
内
を
一
団
と
な
っ
て
巡
行
し
ま
す
。
夕
闇

の
境
内
へ
の
宮
入
は
、
祭
り
も
最
高
潮
と
な
り
最
大

の
見
ど
こ
ろ
で
す
。 

開
催
日 

九
月
十
六
日
（
土
）
十
七
日
（
日
） 

開
催
場
所 

あ
き
る
野
市
伊
奈
地
区
、 

 

衣
類
に
は
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す 

 

季
節
も
移
り
、
夏
服
か
ら
冬
服
に
替
わ
る
と
思
い

ま
す
。
施
設
に
衣
類
を
お
持
ち
に
な
る
と
き
は
、
全
て

の
衣
類
に
名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

職
員
も
注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
記
入
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二
宮
神
社
例
大
祭
（し
ょ
う
が
祭
） 

二
宮
神
社
の
例
大
祭
は
、
神
饌
（
し
ん
せ
ん
）の
中
に

「牛
の
舌
の
形
を
し
た
餅
」「
子
持
ち
の
里
芋
」「葉
根
付

き
生
姜
」な
ど
を
奉
納
す
る
風
習
が
あ
り
、
「二
宮
神

社
の
生
姜
を
食
べ
る
と
風
邪
を
引
か
な
い
」「一
年
間

無
病
息
災
厄
除
に
な
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

二
宮
神
社
の
秋
祭
り
は
「し
ょ
う
が
祭
り
」「し
ょ
う
が

ま
ち
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

開
催
日 

 

九
月
八
日
（金
）
～
九
日
（
土
） 

開
催
場
所 

あ
き
る
野
市
二
宮
地
区
、 

 

阿
伎
留
神
社
例
大
祭
（五
日
市
ま
つ
り
） 

阿
伎
留
神
社
例
大
祭
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
百
貫
を

超
え
る
六
角
神
輿
が
五
町
内
（五
日
市
地
区
：下
町
、

仲
町
、
上
町
、
栄
町
、
東
町
）の
檜
原
街
道
沿
い
を
練
り

歩
く
迫
力
の
あ
る
お
祭
り
で
す
。
神
輿
の
担
ぎ
だ
し

の
前
に
は
、
露
払
い
と
し
て
獅
子
舞
が
つ
き
、
舞

を
演
じ
る
の
が
風
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
大
祭

は
毎
年
九
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
行
な
わ
れ
、

五
町
内
か
ら
担
ぎ
手
が
出
て
渡
御
が
執
り
行
わ
れ
ま

す
。 

開
催
日 

九
月
二
十
八
日(

木)

～
三
十
日(

土) 

開
催
場
所 

 

あ
き
る
野
市
五
日
市
地
区
、 

阿
伎
留
神
社
周
辺 

 

 

ご面会時の軽食持ち込み再開・飲食禁止解除のお知らせ 

 

日頃、感染症対策に伴う面会制限に関し、ご理解・ご協力いただきありがとうご

ざいます。 

皆さまからの「面会の時にシェイクを飲ませたいのですが」や、「チョコレートを食

べさせても良いですか」等のご要望を受け、９月１７日（日）の面会時より、軽食の

持ち込み再開・飲食の禁止を解除させていただくこととしました。 

 ただし、ご承知の通り、持ち込まれた軽食を面会の場で飲食していただくこと

は、感染だけではなく食中毒や誤嚥・窒息等の危険も伴うため、下記の注意事項

をご確認の上、お持ち込みになられますよう、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も近隣での流行状況をみながら、少しずつ面会制限を緩和してまいりたいと

考えております。もうしばらくご不便をおかけしますが、ご協力いただけますようよ

ろしくお願い致します。 

 

 

『持ち込みを希望される場合は、事前に施設にご連絡下さい』 

※何をお持ちになるか確認させていただきます。 

※食事の形態や療養食の有無、体調によってはご遠慮いただく場合が 

ございます。 

 

『その場での飲食はご利用者のみでお願いします』 

※ご家族は、面会中はマスク着用のままでお願い致します。 

 

『面会時に食べきれる量で、生ものやご自宅で調理したものはご遠慮下さい』 

※食べ残したものは、必ずお持ち帰りいただけますようお願い致します。 


